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経済中進国としてのタイと日本

１．日系企業数と在タイ日本人数

進出企業数・企業規模・産業 → 工業団地

２．日タイ経済関係

投資・貿易・観光・サービス(金融、不動産、介護など)

３．起業ビジネスチャンス

４．タイランド4.0 (産業政策)
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経済中進国としてのタイと日本

１．日系企業数と在タイ日本人数

-進出企業数：

2016年4月末時点でバンコク日本人商工会議所の加入者
数は現在1,715社

-在タイ日本人数

外務省の登録ベースでまとめた「海外在留邦人数調査統
計」で2014年10月時点6万4285人
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経済中進国としてのタイと日本
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経済中進国としてのタイと日本
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経済中進国としてのタイと日本
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タイ工業団地(タイ全土)
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タイ工業団地
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タイ工業団地
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タイ工業団地(日系企業)
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タイ工業団地(日系企業)
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タイ工業団地(日系企業)
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経済ハブとしてのタイ
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経済中進国としてのタイと日本

２．日タイ経済関係

-JETROタイの調査によると、経済成長率は2012年＋7.3％、
2013年＋2.8％、2014年＋0.9％、2015年＋2.8％と緩やかな
がら成長を続けています。

-製造業分野は自動車産業、電気機械産業、電子部品産
業などが日々成長し、アジアのデトロイトと呼ばれるようになる程
に自動車関連企業が数多く進出を果たしました。
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経済中進国としてのタイと日本

２．日タイ経済関係

-今後進出件数が増えることが予想されているのはタイ人を消
費者ターゲットに据えるサービス分野関連企業です。すでに日
本食レストランはバンコク都内では飽和状態と言われていて、
JETROが2015年発表したタイ国における日本食レストラン実態
調査では、タイの日本食レストラン数が15年度には前年度比
11.5％増の2,364店だったと発表しています。北は北海道から
南の沖縄料理まで、あらゆる日本食が食べられる環境になっ
ています。
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経済中進国としてのタイと日本

２．日タイ経済関係

-観光：旅行代理店、航空産業(LCC)

-観光業でも、中国人を筆頭に近隣アセアン各国からの観光
旅行者が大きく増加しており、2016年度もその数は大幅に増加
する見通しです。この分野ではH.I.S.などがバンコク都内のいた
るところで支店を設置しており、日本の各都道府県の観光地
をタイ語で案内しています。(インバウンド・アウトバウンド)

2019/7/14 Sripatum University



経済中進国としてのタイと日本

-AECの影響(アセアンのハブとしてのタイ)

もう一つの大きな動きとしては、ASEAN経済共同体(AEC)の誕
生があります。2015年末に発効され、ASEAN域内で「モノ、ヒト、
カネ」の自由化が段階的に進められています。

「モノ」の部分では、ほぼ関税のない品目が既に多数を占めて
いるので、AEC発足によって大きなインパクトが直ちに生まれるこ
とはないものの、AECを目前にしてタイの企業・財閥はここ数年
積極的に周辺国への展開を進めています。
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タイ経済とアセアン諸国
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タイ経済とアセアン諸国
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経済中進国としてのタイと日本

３．起業ビジネスチャンス

-中間層の増大、サービスの多様化、インターネットインフラの
普及によるさまざまなビジネスチャンスが生まれると考えられてい
ます。

セブンイレブン、ファミリーマート、ツルハドラッグ、

マツモトキヨシ、ダイソー
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近年のタイ消費者トレンド動向、健康志向

３．起業ビジネスチャンス

-ASEANの中進国として成長中のタイでは、最近消費トレンドに
変化が起きています。これまでの「クルマ、住宅、基本的な消
費財の購入・支出」が消費の中心だった時代から、商品の充
実、収入の増加に伴い、様々な趣味嗜好が広がりをみせて
います。
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近年のタイ消費者トレンド動向、健康志向

-タイの平均年収

2015年1～6月にタイ統計局が国内約2万6000世帯で実施し
た調査では、一世帯当たりの平均収入は月27,545バーツ
（2006年17,787バーツ）、平均支出は月21,818バーツ（2006年
14,311バーツ）でした。
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近年のタイ消費者トレンド動向、健康志向

-タイ国内地域別にみた世帯当たりの月平均収入と支出は、
以下の結果となっています。

・バンコクと首都圏3県（ノンタブリ、パトゥムタニ、サムットプラカ
ン）

＝収入44,719バーツ、支出33,199バーツ

・中部＝収入25,602バーツ、支出21,174バーツ

・北部＝収入19,301バーツ、支出15,584バーツ

・東北部＝収入21,763バーツ、支出17,863バーツ

・南部＝収入27,107バーツ、支出21,771バーツ
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近年のタイ消費者トレンド動向、健康志向

-2015年度の一般的な給与水準に関しては、以下のとおりでし
た。

1.大学の新卒レベル 12,000～15,000バ−ツ

2.有名大学・日本語スキル人材 20,000～35,000バーツ

3.マネージャークラス 25,000～35,000バーツ

4.ダイレクタークラス 60,000～80,000バーツ

5.一日の最低日給 300バーツ/日

6.ボーナス年に1回が大半(12月) 2カ月～6カ月
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近年のタイ消費者トレンド動向、健康志向

-日本と比較して給与水準はまだまだ低いものの、タイでは人
材売り手市場が続いていることもあり、優秀な人材は転職を繰
り返すことが多く、強気の希望給与を出してくるケースが非常に
多いのが現実です。
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近年のタイ消費者トレンド動向、健康志向

-タイの物価

タイの物価感覚としては、一般的な消費財については日本の3
分の1程度の価格で購入が出来るものの、やはり物価は年々
上がってきています。

<物価の例>

・飲料水ペットボトル ＝ 10～25バーツ（30円～80円）

・日本食レストラン ＝ 200～300バーツ（600円～900円）

・タイの一般的な食事 ＝ 50～100バーツ（150円～300円）
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近年のタイ消費者トレンド動向、健康志向

-ダイソーなど100円ショップの商品も、タイでは60バーツで日本
価格の倍ほど、その他日本の書籍、便利グッズなどを購入し
ようとするとやはり高くなってしまいますが、日本からの輸入品に
は根強い人気があります。
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近年のタイ消費者トレンド動向、健康志向

-基本的な生活にかかる物価は低いものの、所得の伸びによ
る中間層の増加、海外からも商品が輸入され選択肢が増え
たこと、消費者志向の多様化などにより近年は様々なトレンド
が起きています。

お茶
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近年のタイ消費者トレンド動向、健康志向

-タイのトレンド

2014年頃からランニングやマラソン、サイクリングのブームが
到来し、ヘルスケア・健康志向が高まっています。背景にある
のは肥満人口の増加や高齢化が考えられます。

特に健康志向が高まっているバンコクでは、「オーガニック」
や「安全な食材」、「クリーンフード」といったキーワードが重要
視されるようになりました。
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近年のタイ消費者トレンド動向、健康志向

-SNS文化の浸透している若者を中心にアメリカ発祥の「クリー
ンイーティング」（できるだけ自然に近い食材を選び、加工食品
などは避け、身体に良い食材を摂取する）という考え方が広
がってきています。
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近年のタイ消費者トレンド動向、健康志向

-ファッション関連の例では、アシックスの海外向けスポーツブ
ランド「オニツカタイガー」はタイの王様が愛用との報道が出て、
以降非常に人気のあるブランドとなっています。日本の表参
道にあるショップはタイ人の観光旅行者・富裕層でにぎわって
おり、タイ語を話すスタッフも居ました。また、イッセイミヤケの
「BAOBAO」は同じくタイの王女様が使用していたのをきっかけに
人気となるなど、若者の間ではSNSの広がりとともに、日本や
韓国のファッションスタイルにも人気が出ています。

ANERO
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近年のタイ消費者トレンド動向、健康志向

-機能性飲料の分野でも、乳製品、炭酸飲料、豆乳飲料、
緑茶飲料などに様々な栄養成分(ビタミンB群、ビタミンD、カロ
チン、セサミンなど)を配合させた製品が並ぶようになりました。
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近年のタイ消費者トレンド動向、健康志向

-2015年アメリカ飲料大手コカ・コーラのタイ法人、コカ・コーラ
(タイランド)はタイ国内に16バーツ/350mlという価格帯でスポー
ツの好きな一般中間層をターゲットとした「アクエリアス」を投入
しました。「汗を大量にかいた後に栄養補給が出来る」とのうた
い文句で、コンビニエンスストアやスーパーなどでも販売してい
ます。
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近年のタイ消費者トレンド動向、健康志向

-サイクリングも大きなブームです。以前、常夏のタイでは自転
車に乗る文化があまりありませんでしたが、現在では広い道路
や敷地のある郊外エリアでサイクリング用道路も整備されたり、
多くのサイクリング愛好家を見掛けるようになりました。
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近年のタイ消費者トレンド動向、健康志向

-海外旅行情報がテレビでも特集される機会が増え、2013年
からの日本観光ビザ解禁で日本への旅行者も急速に増加し
ています。地方自治体の売り込みも活発になっていて、佐賀
県、千葉県などはタイのTV番組企画を誘致し、タイ国内でヒット
しました。また、リピートで日本に来る旅行者には東京や大阪、
北海道以外のレアな場所を求める傾向がみられます。
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近年のタイ消費者トレンド動向、健康志向

-一般的には一人当たりGDPが5,000ドルを越えると生命保険等
へ加入する割合が急速に伸びるとされ、タイでも保険関連商
品への関心が強まってきています（2014年度一人当たりGDP 
5,445ドル）。
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タイランド4.0

-「タイランド4.0」とは何か

タイ政府は、プラユット暫定政権の下で、長期経済開発計画
を作成してきた。2015年には、タイが長期的に目指すべき経済
社会のビジョンとして「タイランド4.0（Thailand 4.0）」が示された。
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タイランド4.0

-国家経済社会開発庁（NESDB）によれば、これまでの発展は
次の3段階に区分される。第1段階（1.0）は農村社会であり、
家内工業が中心となった時代で、いわば工業化以前のタイで
ある。第2段階（2.0）は、戦後の天然資源や安価な労働力を
活用した軽工業をテコに成長した時代である。そして第3段階
（3.0）は外資企業の進出をテコにした重化学工業が中心と
なった1980年代後半から現在までの期間を指す。そして、タイ
が目指す第4段階（4.0）が「タイランド4.0」で、「イノベーション」、
「生産性」、「サービス貿易」をキーワードとして持続的な付加
価値を創造できる経済社会と定義された。
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タイランド4.0
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タイランド4.0
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タイランド4.0
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-「タイランド4.0」は20年をかけた長期ビジョンであり、最
終年に当たる2036年までの高所得国入りを目標として
いる。タイ政府が、高所得国への移行を、それも期限
付きで明示したのは「タイランド4.0」が初めてのことである。
1990年代後半に起こったアジア通貨危機以降、経済
成長よりも安定を重視してきたことを勘案すると、大きな
戦略転換である。



タイランド4.0

2019/7/14 Sripatum University

-タイ政府は「タイランド4.0」を担うターゲット産業として、
①次世代自動車、②スマート・エレクトロニクス、③医
療・健康ツーリズム、④農業・バイオテクノロジー、⑤未
来食品、⑥ロボット産業、⑦航空・ロジスティック、⑧バ
イオ燃料とバイオ化学、⑨デジタル産業、⑩医療ハブ
の10産業をあげ、短・中期、長期に区分して育成する
計画である。



タイランド4.0
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タイランド4.0
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タイ・デジタル経済社会開発20カ年計画

2019/7/14 Sripatum University

-タイ政府は、「タイランド4.0」に合わせた計画として、
2016年4月に「タイ・デジタル経済社会開発20カ年計
画」を採択した。これは、①生産性の向上、②所得格
差の是正、③雇用の拡大、④産業構造の高度化、
⑤ASEAN経済共同体でのハブ的役割、⑥政府のガバ
ナンス強化を目標とするもので、そのなかで①1年半後、
②5年後、③10年後、④20年後に目指すビジョンも示さ
れた。



タイ・デジタル経済社会開発20カ年計画
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タイ・デジタル経済社会開発20カ年計画
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新投資戦略「オポチュニティ・タイランド」
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-Opportunity Thailand

2017年2月15日、バンコクで「オポチュニティ・タイランド」
と名付けた大規模な投資セミナーが開催された。セミ
ナーの冒頭で、プラユット首相は「タイランド4.0」を説明
すると同時に、その実現に資する外国企業の投資に過
去最大の優遇措置を付与する新投資戦略を明らかに
した。バンコク東部に位置するチョンブリ県、ラヨン県、
チャチュンサオ県の3県を「東部経済回廊（EEC）」として
投資優遇地とし、当該地域の投資には最長8年間の
法人税免除に加え、その後5年間の法人税50％免除
が受けられる優遇措置を発表した。



EECとLogistics
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EECとLogistics
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EECとLogistics
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EECとLogistics
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EECとLogistics
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EECとLogistics
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EECとLogistics
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タイの東西南北経済回廊
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-スマートフォンの普及が拡がるタイ

タイでは近年ソーシャルメディアの普及が凄まじく、
Facebook、LINE、twitter、Instagramなどのアプリケーション
を活用して、スマートフォンやパソコンから友人・知人に
口コミを共有し、情報を宣伝、拡散するなどしており、イ
ンターネットにアクセスする時間は年々増加しています。
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-タイ国内スマートフォンの市場ではブランド別ではiPhone、
Samsung、LG、Huawei、OPPOなど韓国メーカー、中国メー
カーなどが強く、日系ではSonyがXperiaモデルを投入して
いますがシェアは少なく、圧倒的にApple、Samsungなどの
人気が高いです。



何故、日本企業はタイに進出するの？
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-大まかな要因として、

１．日本と同じ仏教国である。

２．タイの国民性が良い、人柄や性格が気に入っている。

３．インフラ（港湾、道路、工業団地）整備による利便性が
高い。⇒ 建設業界の進出。

４．物価安とローカル従業員の人件費安（日本国内比
較）※年々増加の一途

５．タイ政府による外資企業への積極的な工場誘致や斡
旋とその特典（BOI奨励制度）が充実している。



何故、日本企業はタイに進出するの？
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６．タイ国内の日系企業とのアクセスがし易い。⇒ 同業間
のマーケット情報の受け渡しが容易。

７．マーケットの新開拓（在留邦人が多い）。⇒ サービス業
界の進出、飲食業界の進出。

８．観光資源が豊富にある。⇒ 邦人を対象とした観光業
界の進出。

９．航空機の進歩で日本との距離が縮まり、更に格安航
空会社を初め、格安の航空券や便数の増便もタイ進出の
有利な要因として挙げられます。また、タイは他国にもアクセ
スし易い位置にあります。



何故、日本企業はタイに進出するの？

2019/7/14 Sripatum University



まとめ
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１．タイ・ビジネスについての具体的なイメージ

２．タイの今後の成長期待値・期待度

３．タイの文化の特徴と理解

４．タイのビジネス動向と今後の戦略展望


